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長期的な視点に立った教育・保育サービスの検討について 

 

 

１ グランドデザイン構想で示す将来像（10 年後の暮らしの姿） 

  別紙のとおり 

 

 

２ 長期的な視点に立った教育・保育サービスの検討 

 ⑴ 目的 

   幼児教育・保育の無償化により保育需要の増加が見込まれる一方、将来的に区の児童

人口は減少していくことが見込まれている。人口減少・少子化社会の流れの中で、多様

な教育・保育サービスを選択できる環境づくりや、持続可能なサービスを提供するため、

これからの教育・保育サービスはどうあるべきか、今後 20～30 年を見据えた長期的な検

討を行う。 

 

 ⑵ 検討事項（案） 

  ① 人口推計 

     社会動態や大規模開発等を考慮し、今後 20～30 年後の人口推計を行う。 

② 教育・保育サービスの需要動向の把握 

    今後 20～30 年における幼稚園・保育所・学童クラブの需要量を試算する。 

  ③ 区の子ども・子育て施策に係る検証 

     主に 23 区を対象に、保育所待機児童対策の取組など、子ども・子育て支援施策に

係る取組を情報収集し、本区の取組状況をまとめる。 

  ④ 教育・保育サービスの制度変遷 

     社会状況の変化とともに、子育てのあり方や保育制度がどのように変遷したのか

等をまとめる。 

  ⑤ 外国の制度・取組状況 

     外国の教育・保育サービスの制度や取組状況等を情報収集する。 
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